
（別紙３）

～ 令和7年11月14日

（対象者数） 33人 （回答者数） 21人

～ 令和7年1月13日

（対象者数） ８人 （回答者数） ８人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 保育所等訪問支援事業の実施

2 スタッフのスキルアップ

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
自立支援協議会で様々なイベントにどう参画し、一緒に開催

できるかを模索する。

2 人材育成と需要度の把握

3

○事業所名 ぴあ・くらぶ

○保護者評価実施期間
令和7年10月9日

○保護者評価有効回答数

令和7年12月26日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年1月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域を巻き込んだ取り組みや行事などの実施ができていな

い。
事業所単位での開催が困難

保育所等訪問支援事業ができていない。 人材不足と需要度の把握ができていない。

保育所や学校等との連携が充実している。

子どもや保護者に関する情報交換を、タイムリーに行うよう

にしている。必要があれば保護者を同席しての3者面談を行

い、保育所等と事業所の支援の方向性を同じにして、保護者

が安心できるようにしている。

個別療育を重視することで、本来子どもが持っている力を引

き出せる療育が実践できている。

一人一人に合わせた個別療育と集団療育の組み合わせを考え

ている。様々な方面から適切なアプローチの仕方を考えて、

子どもにあった方法を活用している。

事業所における自己評価総括表公表


